
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いると答えた教員の半数が「造形あそびをし

ていない」と答えている。次に、指導に対し

ての自信と造形あそびについての相関では、

指導に自信がある教員の中での造形あそび実

施率は、自信がない教員と比較して若干取り

組み率が高いものの顕著な差とはなっていな

い。（表８- ①）しかし、造形あそびを行っ

ている教員の中での自信の割合を見てみると

指導に自信がない教員の造形あそび実施率が

７割と高い。（表８- ②、㋕）また、造形あ

そびに取り組まない教員の、指導に自信がな

い割合も８割を超えている。（表８- ②、㋗） 

 担当学年と実施率においては低学年では実

施率が高く、高学年になるにしたがい実施率

が低くなる。（表９- ①）年代別では各年代

ともそれほど差が生じていない。 

 さらにアンケートに記述された内容を見て

みる。まず、造形あそびに取り組んでいない

理由であるが次の3 点に集約できる。ア．時

間的な余裕や活動のための場所がない等、物

理的な条件を理由とするもの。（56件中30件）

イ．活動に意義を見いだせない、評価の仕方

が分からないなど指導及び評価に関しての理

解不足及び指導力の不足を感じさせるもの。

（17件）ウ．その他（９件）その他の中には

「年間指導計画に入っていないため」「低学

年中心に重点を置いているため自校での高学

年には入っていない」「高学年のため」など、

学習指導要領に対する理解不足も見られる。

また、造形あそびに取り組む理由を見てみる

と、教科書に掲載されているから」「年間指

導計画に位置づけられているから」などの消 

極的な理由もあるが、「子どもが楽しそうに

取り組むから」など、実際の造形あそびを通

して教員が学習の魅力を実感している理由が

多い。 

 ②造形あそびへの理解についての考察 

 造形あそびに取り組んでいない理由から推

察できることは、造形あそびに対する理解が

低い点が浮かび上がってくる。例えば物理的

条件を取り組まない理由としてあげている中

で、「大がかりな題材が多い」など、造形あ

そびに対してダイアナミックな活動が造形あ

そびであるというようなイメージの偏りが見

られる。机の上でできる造形あそびとか、ま

たは従来行っている題材の中にも造形あそび

的なねらいを持った題材はある。そのような、

造形あそびの意義や目的の理解不足から造形

あそびの特徴を生かした授業がされていない

ことが考えられる。このことは、表７のデー

タからも推察でき、本来教科書通りに進めれ



ば必ず造形あそびが複数頁掲載されている6）。

つまり、教科書の造形あそびの題材を造形あ

そびとして意識していないか、または「つく 

りたいものをつくる」との学習目標の違いを

区別できていないことが予想できる。 

 指導要領で示された造形あそびのねらいは

「一人一人の創造的な想像力や造形感覚、 技

能などの資質や能力を十分に働かせ、伸ばす

ようにすることをねらいとしている。」に対

し、つくりたいものをつくる活動は「造形感

覚や創造的な技能などを働かせ、よさや美し

さなどを考えながら、表し方を工夫するなど

創造的に表現する力を育てることをねらい

とする」となっている。つまり、活動そのも

ののねらいが異なっており、そのねらいの把

握なしでは充実した学びは保障できない。ま

た、指導についての自信と造形あそびの関連

では、表８－②の㋗を見てみると、造形あそ

びをしていない教員の82％が指導に自信がな

いと答えており、表１の⑧Ｂの66.3%を大幅に

上回っている。 同様に造形遊びをしている教

員も指導に自信が無いと答えている割合が

73％と高い。 ここで注目すべきは後者の造形

あそびをしている教員の中で, 自信がないと

答える率の高さ（表４の㋕）である。このこ

とは、小学校では教科書を中心に授業が展開

されている実態から考えると、教科書に掲載

されているので指導はしているが、指導につ

いては自信がないという教員の実態が見えて

くる。アンケートで「造形あそびで何を育て

るのかよくわからない」という記述が多いこ

とからも造形あそびのねらいの理解が低いの

ではないだろうか。 

 学年による実施状況からは低学年では比較

的行われる造形あそびが学年が上がるに従い

実施されなくなる傾向が強い。高学年になり

時数が年間50時間に減少することも大きく影

響していると考えられる。中には「年間指導

計画に位置づけられていない」とか「高学年

だから」など、学習指導要領と離れた指導計

画の存在や、または、教員自身が年間指導計

画に位置づけられている造形あそびに気づい

ていない実態がある。 いずれにせよ、学習指

導要領が十分に理解され、造形あそびのねら

いを十分に把握した授業実践がまだまだ不足

している実態がある。    （三澤一実） 

（５）保護者の期待 

 小学校に子どもを通わせる保護者3,000人

を対象にアンケートを実施し、1,741 人の回

答を得た。その集計結果から図画工作科に対

する保護者の期待を述べる。 

 ①「図画工作の授業が必要か不要か」につ

いて、必要（あった方がよい）と答えた解答

は98.1％と圧倒的に多い。その理由として「も

のを作り出す喜びを学べる」（84％）「発想

力や創造力を鍛え、創造的な力を身につけら

れる。」（75.7％）「子どもの頃はたくさん

の教科を学びその中で自分の特性を探した方

がよい」（58.5％）とある。｢やりたい人だけ

が取り組む選択制でよい｣ と回答した人は、 

1.4％のみである。このことからほとんどの保

護者が図画工作を必修教科として要望してい

る。これはアンケ－トに協力していただいた

保護者が図画工作について興味や関心を持っ

ていることと図画工作に関してその学びの必

要性を理解している結果といえよう。 

反対に「図画工作は不必要（なくてもよい）」

と答えた人はわずか１％であった。その理由

として「すべての人が絵や彫刻など表現活動 

が好きではない。」「選択制にしてやりたい

人だけ取り組めばいい」をあげているが、む

しろ「最近の図画工作はなんだかわけのわか

らないものをつくらせている。」の意見に注

目したい。時代とともに変遷していく図画工

作の表現活動をどのように説明していくか指

導者側の課題といえるだろう。そのためには

教員が児童の発達段階に応じた授業内容と学

習のねらいを明確にした上で、図画工作の役

割について保護者に伝えていく機会が必要と

なる。たとえば、保護者会等では作品展示の

他に制作過程での学びの様子を説明できる写 

真や映像資料の提供、また、題材の解説、授 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業公開では保護者参加型の授業で体験から学

ぶ機会の提供などの工夫をしたい。日頃から

授業の様子を児童の姿を通して保護者に伝達

し、保護者の期待に応えていく必要がある。 

②「小学校６年間で, 図画工作の授業で必

ず教えてほしいことは、どのようなことです

か」について、表現する楽しさを味わわせて

ほしい」（71.2％）。「創意工夫する能力を

養ってほしい」（63.7％）。「基本的な用具

や道具の使い方を教えてほしい」（60.1％）。

「絵の描き方や工作の作り方などの技術を教 

えてほしい。」（58.8％）の回答が上位をし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めた。この数字から表現活動をより楽しく学

ぶために基本的な用具の使い方や、絵の描き

方など技能が必要であるという考えであると

同時に、親の世代が受けてきた教育の価値観

を垣間見ることができる。 

 また、教えてほしいことの選択肢には鑑賞

や文化理解、また伝達手段としてのデザイン

の項目もあったが、結果は20％前後で少数で

あった。小学校６年間ではまだこれらの項目

は関心が低い。中学校、高校の美術に期待す

るのであろう。このアンケ－ト項目で着目し

たいのは、「集中力や根気」（38.0％）「試



行錯誤してものを作り出す経験」（２8.8％）

である。どの教科でも子どもの能力を高める

ための重要な項目である。また「美しいもの

に感動する心を育ててほしい」（47.2％）「個

性の大切さに気づかせてほしい」（33.2％）

は上位４項目とともに、図画工作の特性とし

て「自己存在感」や「豊かな心」の育成につ

いて保護者等が子どもの成長に「豊かな人間

性」を求める願いととれる。このことを考え

ると、義務教育９カ年を見通して図工・美術

教育では児童生徒の発達段階をふまえたカリ

キュラムを組み立て、心の教育の一端として

も保護者の期待に添える授業展開をしてく必

要がある。          （宮島瑞子） 

Ⅲ 学びの質を高めるために 

 児童の学びの質を高めるには教員の指導力

向上無くしてはあり得ない。現在審議されて

いる中央教育審議会でも指摘7）されている。

そこで、今回のアンケートを元に図画工作に

おける学びの質を高める方策を、教員の資質

向上に視点をあててまとめていきたい。また、

図画工作・美術の学力保障カリキュラムを生

かしていく上でも実践的な提案となるように

したい。提案は共同研究者と共に議論し見出

した具体的な改善策を中心にまとめる。 

1 研修のあり方 

（１）小中連携の教員研修 

 教員が指導や評価に自信を取り戻すために 

は研修を行うことが一番の解決策である。今

回のアンケートからは、日々の授業実践の不

安を取り除くためには相談できる教員、専門

的な知識や技法も必要に応じて教えてくれる

教員の存在を望んでいる。そこで、中学校の

美術科教員との連携に改善の方策を見い出し

たい。中学校には専門的な知識や技法を身に

つけた教員がいる。小学校では、図画工作科

を得意とする経験豊富な教員もいる。たとえ

ば、放課後に中学校教員を招いて専門性を生

かした実技研修会や作品の評価研究を行うな

ど、小中学校教諭の合同研修で「定期的な情

報交換」「ニーズに応じた実技研修」等を各

中学校区や地区ブロック単位で実施し解決の

糸口としたい。この方策は小中の課題を子ど

もの発達から捉えなおす相互理解の機会にも

なると同時に、中学校の教員が各校１名とい

う環境の中でお互いに情報交換をする良い機

会となる。また、造形あそびについては中学

校の教員の中には否定的な意見を持つ教員も

おり、それは実際の活動の姿を知らない場合

が多い。この小中教員の相互交流をつくるこ

とが所沢市全体の図画工作・美術の学力を向

上させていく大きな力になる。そのためには、

研修時間の確保を教育委員会レベルで保障し

ていく必要があると同時に校内研修で中学校

教員を派遣してもらうような小中の協力関係

を早急につくる必要がある。 

（２）研修内容 

 次に研修の内容である. 研修は教員自身が

参加するワークショップ形式の研修やビデオ

で撮影した子どもの活動する姿を分析する評

価研究など、具体的な研修が必要である。様々

な事例を研究して初めて一人一人にあった指

導ができるようになる。アンケートで「造形

あそびは自由な発想の機会・子どもはとても

生き生きと自由な発想で活動するため」とい

う教員の記述があった。そのように子どもの

姿を教員がしっかり捉え、子ども自身の活動

に造形美術教育の意義を見い出すことができ

れば図画工作科の指導や評価についての理解

も深まるだろう。造形あそびの研修について

は、現状では小学校図工主任を対象とした研

修会止まりで、教員一人一人まで波及してい

ない。 造形あそびでは物理的条件を理由に取

り組んでいない教員が多い中、大がかりな活

動を必要としない題材開発が求められる。そ

の際、十分に造形あそびのねらいが達成でき

る題材を考えなくてはならない。また、でき

ることなら小中の教員連携の中で題材の開発

をしたい。その際、活動のスタイルの追求で

はなく活動自体に子どもの学びを見いだせる

題材の開発及び指導のあり方の研究が求めら

れる。 



（３）日常の研修 

 子どもの作品を見合うことが先ず必要であ

る。休み時間など, 子どもの作品をどう評価

するか、具体的なものを提示して議論するこ

とが重要である。つまり、評価のあり方が指

導を考えることとなり、題材を児童の実態に

合わせて工夫していくことにも繋がっていく。

アンケートで図画工作は学級担任がよいと答

えた理由に児童理解が進むと多くの教員が答

えているように、図画工作の作品を通して児

童理解を深める良い研修にもなる。このよう

なコミュニケーションの機会に溢れた職場環

境の創出は教員一人一人の意識とともに管理

職に求められるマネージメント能力にもなる

だろう。 

２ 所沢学力保障カリキュラムに向けて 

今回の調査で明らかになったことは、図画

工作科を教える教員の指導や評価等のスキル

アップを図る研修環境が少ないということで

ある。同時にこのことは各教員の教える意欲

や意識の問題として、学力向上カリキュラム

と並列する課題と言えよう。 

アンケートを分析し議論をしていく中で常

につきまとう問題は教員の勤務時間の問題で

あった。この時間の問題は「時間を見いだす」

ことでしか現状では解決できない。 要するに

優先順位の問題でもある。実際に多忙の中で

校務もこなす教員の意識も、自ら進んで指導

に自信がない図画工作のために時間を生み出

していこうという積極的な意志や行動には繋

がらないだろう。しかしながら、保護者の図

画工作への期待の大きさを考えると、このま

ま放置しておくわけにはいかない。このよう

な実態を真摯に捉え、行政からの教員の資質

向上に関わるシステム作りとともに、指導内

容と指導目的を明確に示す義務教育９カ年を

見通した学力保障カリキュラムの作成を急が

なければならない。   

   （三澤一実） 

 

 

1）平成17年度・18年度自主研究員   鈴木勢津子, 

所沢市立和田小学校（17年度）安松小学校（18年

度）教諭・ 増田穀, 所沢市立東所沢小学校教諭・

廣江香代子, 所沢市立清進小学校教諭・ 猪俣修, 

所沢市立三ヶ島中学校教諭・ 宮島瑞子, 所沢市 

立向陽中学校教諭・ 麻生敬子, 所沢市立狭山ヶ丘

中学校教諭・田中俊一, 所沢市立柳瀬中学校教諭. 

2）「新しい教科書活用の視点 図画工作・美術科に

おける教科書の役割」文教大学付属教育研究所「教

育研究所紀要 第１１号, 三澤一実,2002」 

3）小学校学習指導要領解説 図画工作編 文科省 

4）その一つの理由は、戦後まもなく教員の有志が始

めた「所沢市子ども写生大会」の存在が大きい。

この写生大会は小中学校の教員が実行委員として、

子どもの絵の審査や, 審査のための研修会などを

積み重ね、半世紀以上も各学校の図画工作教育の

牽引者となってきた実績がある。 

5）尾木によると「現場こそ｢大学院｣(日常的な研修)

質の高い職員室文化の建設。相互信頼に基づく伸

びやかな学び合い支え合い。開く実践ｽﾀｲﾙ」とし、

教師集団で学び合う環境及びそこで生まれる学び

合いの文化を職員室文化と言っている。「あるべ

き教師像と教員の質の向上について」－「子ども

の目線」で考える－中央教育審議会義務教育特別

部会(第3回議事録・配付資料[資料4］2005年3月23

日, 尾木直樹（法政大学キャリアデザイン学部教

授・早稲田大学大学院客員教授） 

6）ずがこうさく（開隆堂出版, 平成16年度）では造

形あそびをあつかった題材が、低学年９題材（10 

ページ）中学年６題材（９ページ） 高学年６題材

（６ページ）掲載されている。 

7）「教師の質の向上のためには、職場の同僚同士 

のチームワークを重視し、全員のレベルを向上さ

せる視点と、個々の教師の能力を評価し、向上を

図っていく視点の両方を適切に組み合わせること

が重要である。その際には、校長のリーダーシッ

プ及び学校を支える教育委員会の役割が重要であ

る。」中央審議会、「新しい時代の義務教育を創

造する」（答申）第Ⅱ部第2 章（2）ア３項、平成

17年10月26日 



Ⅳ 研究の内容② 

  『つけたい力』  

  小学校の図画工作においては、表現及び鑑賞の内容について教科書の題材に沿い指導する

ことにより、計画的にねらいを達成することができる。しかし、中学校の限られた美術の時

間数では、教科書の題材に沿い、すべての題材を指導することは現実的ではない。よって、

身につけさせたい力を明確化し、そのねらいを達成できる精選された適切な題材を、３年間

を通してバランスよく指導計画に位置づける必要がある。そこで、指導要領に示された、「目

標及び内容」から“つけたい力”をあらためて確認したい。 

 

１ 教科の目標と解釈 

  （１）教科の目標 

 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好する

心情を育てるとともに、感性を豊かにし、美術の基礎的能力を伸ばし、豊かな情操を養

う。 

 （２）私たちの解釈（所沢学力保障プラン）で育てるべき力 

 

○「表現及び鑑賞の幅広い活動を通して」 

 解説書では 

 （目標）   ・望ましい人間形成を果たし得るために美術の活動を表現及び鑑賞にかか 

わる幅の広い美的体験活動を通じて行う。 

 （つけたい力）・「望ましい人間形成を果たす」と述べられている。 

  本研究員では、このことを 

「望ましい人間形成」とは、生きる力として示された能力である。 

生きる力とは 

①自己と社会との相互関係 

②自己と他者とのコミュニケーション 

③自立（個人の自律性と主体性） 

 と考える。 

 

○「美術の創造活動の喜びを味わい」 

 （目標）   ・創造活動の喜びは、表現及び鑑賞の活動を通して生徒一人ひとりが楽       

しく主体的、個性的に自己発揮しているときに味わうことができる。 

・美と創造という観点から追求していく美術の表現・鑑賞の全課程を通して

美術の喜びを味わわせる。 

 （つけたい力）・「楽しく主体的、個性的に自己発揮する」 

（私たちの理解） 

 自分の感じ方に基づいて考えたり物を作りだすことができる。また、それを社会に働き

かけたり他者に伝えることができ、自分自身への自己形成に関わることができる喜びを

感じる。 



○「美術を愛好する心情を育てる」 

 （目標）    ・「愛好する」とは生き方や心の在りように深くかかわっており、表現や鑑

賞の行為自体が能動的に行われなければならない。 

 ・美術を愛好する心情は、生涯を通して生活の中で身に付いたよさや美しさ

を求める心と行為であるから、美術の学習すべての過程で培っていく。 

（つけたい力） ・「表現や鑑賞の行為を能動的に行う」 

（私たちの理解） 

創造の喜びをもてる人は美術を愛好することができる。 

 

○「感性を豊かにし」 

 （目標）    ・表現や鑑賞の活動を通して、視覚、触覚などを働かせて心で観ること体験 

を積み重ねることが感性を豊かにする。 

（つけたい力）・「感性とは・・・様々な対象・事象からよさや美しさなどの価値や心       

情などを感じ取る能力」 

（私たちの理解） 

感性＝直観・洞察・センスなど、感じる力 

創作や鑑賞など、体験を通して個人の感じ方を認め、創造の喜びにもつながっていくもの。

自己評価・他者評価といった評価活動の積み重ねによって豊かになっていくもの。 

  

○「美術の基礎的能力を伸ばし」 

 （目標）     ・厳選されたそれぞれの指導事項について適切な指導をするとともに、それ

らが一人一人にどのように身に付いているのかということに対する見届け

と指導の改善工夫にも一層意を用いる。 

         ・基礎的能力をいっそう伸ばし個性を生かして創造的な活動ができるよ      

うにする。 

（つけたい力） ・「創造的な活動」 

（私たちの理解） 

色や形・表現技法などの知識・理解とそれを活用する能力。 

素材を元に発想したり表現する能力。 

 

○「豊かな情操を養う」 

 （目標）    ・創造的な体験の中で感性や美的感覚・創造的な技能を発達させ、美意識を

高め、自己の表現世界として意味付けをし、自らの夢や可能性の世界を広

げていくことから、豊かな情操を養う。 

 （つけたい力）・「情操とは・・・美しいものやよりよいものに憧れ、それを求め続けよう

とする豊かな心の働き」 

（私たちの理解） 

生きる力で示された能力を発揮し、よりよく生きようとする。 

 



２ つけたい力と題材 

  ・学習指導要領の解釈をもとに教科目標を分析し、キーワードを設定した。 

・キーワードを「つけたい力」と考え、題材の中で育てるべき力を引き出した。領域を貫

く指導内容を１学年、２・３学年に分けてあげてみた。所沢学力保障プランでは一つが

キーワードと領域を貫く指導内容とを相関させて学習内容を設定する。 

  ・各学年一題材で例示してみた。次年度は３年間の指導計画に広げていきたい。 

 

  美術で「つけたい力」と題材との関係 

      第１学年     第２・３学年 

目  標 目標解釈の 

  キーワード 

 ・教えること 

 ・体験的内容をバランス

  良く配置する 

・感じ方・思いを効果的に表現 

題 材 名   ・私を一文字にすると 

  （文字のデザイン） 

 空想に遊ぶ私 

 （絵画・鑑賞） 

表現及び鑑賞

の幅広い活動

を通して 

望ましい 

 人間形成 

・表現方法を学ぶ。 

・自分を知ってもらう。

・自分自身に気づく。 

・作家作品等から感じる価値観の

広がりを学ぶ。 

・コミュニケーション。 

・自分の内面世界を豊かにしてい

く。 

美術の創造活

動の喜びを味

わい 

美術を愛好す

る心情を育て

る 

自己発揮 ・自分らしさを出す。 

・効果的な作品を作る中

 での達成感を味わう。 

・社会や環境への視野を広げる。

・多様な個性や表現を受容する。

・自己深化による表現の広がりを

感じる。 

感性を豊かに

し 

感受体験 

（自己評価） 

（自己確認） 

・体験を通して自分自身

の感じ方を認める。 

・相互評価を積み重ねる。

・自己肯定感を得、自立

  につなげていく。 

・多くの作品にふれあう。 

・友だちの作品を見ることによっ

て身近な他者認識を行う。 

・自分の内的世界を知る。 

美術の基礎能

力を伸ばし 

知識・理解の活

用 

表現の拡充 

・表現技法の理解と活用。

・他者と伝え合う方法を

  獲得する。 

・自分らしい発想をした

 り表現をする。 

・基礎的技法の組み合わせや発展

による表現の広がりを得る。 

・新しい発見で自己内面の広がり

を得る。 

豊かな情操を

養う 

よりよく生き

る 

・生きる力で示された能 

 力を発揮し、よりよく

 生きようとする。 

・生きる力で示された能力を発揮

し、よりよく生きようとする。

 



Ⅴ 研究のまとめと今後の課題 

  「学力保障の観点で題材を設定する」という研究で小学校のカリュキラムと中学校のカリ

ュキラムの関連を考えてきた。その中で小学校での造形体験や表現活動が、中学校によりよ

く引き継がなければ９年間の図工・美術教育の中でつけさせたい力が十分に身につかない。

例えば小学校での造形遊びの体験は、中学校での幅広い表現活動に結びついている。中学校

の現状ではその認識が薄く、積み重ねが生かされていない。しかし、「つけたい力」でもう

一度捉え直すと、造形遊び・豊かな造形体験の大切さが明確になってくる。 

  中学校でのカリュキラム作成観点で、指導要領の教科の目標を分析し、３領域を貫く共通

した指導内容を考えることによって、題材のとらえ方が変わってきた。いわゆる技能重視と

いわれる中学校美術科の指導が、人間形成や社会に生きる個人を確立していく重要な教科と

位置づけることが出来た。 

  今日の学力観は生きる力として示されているが、OECD※１の PISA 調査※２の概念枠組み

の基本となっているキー・コンピテンシー（主要能力）と同一であると示されている。 

３つのキー・コンピテンシー、 

①社会的・文化的・技術的ツールを相互作用的に活用する能力（個人と社会との相互関係） 

②多様な社会グループにおける人間関係形成能力（自己と他者との相互関係） 

③自律的に行動する能力（個人の自律性と主体性） 

の観点から今日の美術の学習を捉え直してみた。この３つのコンピテンシーをいかに授業で

身につけさせるかと言うことが、学力保障につながると考えた。 

  保護者のアンケートから見ると、個人の資質に関する期待が大きく、社会的なスキルにつ

いての要求は図画工作・美術科においては求められていない。このことは、今までの私達の

指導姿勢にも大きく関わることである。 

  今日の求められる学力から考え、所沢学力保障プランを作成するに当たり、社会のなかで

必要とされる能力を図画工作・美術科の指導にどのように位置づけるかが今後の課題である。

来年度はもう一度小学校とのカリュキラムに「つけたい力」を明確に位置づけると共に、中

学校での３年間の指導計画を作成していく。 

 

 

※１ OECD   ：経済協力開発機構 

※２ PISA 調査 ：国際学力調査      

 

 

 

 
 

 

 

 




